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研究成果の概要（和文）：「文明社会論の王党派的起源をめぐる政治思想史研究」と題する本研究課題では、17
世紀の王党主義・君主主義の思想（とくに君主政をめぐる政治思想、歴史理解）が、18世紀啓蒙の文明社会論の
思想的起源のひとつであることが、テキスト上の根拠にもとづいて解明された。これは、ヨーロッパの政治思想
史・社会思想史における18世紀啓蒙の位置づけをめぐって修正を迫る研究知見である。
研究成果の概要（英文）：This research project uncovered the royalist origin of the Enlightenment. 
Especially it closely investigated David Hume's History of England, and his reception of the 
Restoration royalists' ideas on civilized monarchy.
研究分野：政治思想史
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１．研究開始当初の背景 
(1) 「文明社会論の王党派的起源をめぐる
政治思想史研究」と題した本研究課題は、研
究代表者の中長期的な研究計画のなかでは、
これまでの研究成果を架橋するという位置
づけにあった。研究代表者は、デイヴィッ
ド・ヒュームやエドマンド・バークなど、18
世紀啓蒙の政治思想をめぐる研究からキャ
リアを開始したうえで、その後は、絶対主義
や王党主義をめぐる国外での研究の急速な
進展をふまえながら、新たに、17世紀の王党
主義・君主主義の政治思想の再検討作業にも
着手してきた。 
 
(2) 本研究の着想の出発点となったのは、
「ヨーロッパ的な、文明化された君主政」や
「民衆が多くの特権を持つ絶対君主政」とい
う、ヒュームの議論をめぐる検討作業である。
この含意や起源については、国内外でこれま
でほとんど分析されてこなかった。研究代表
者は、17世紀王党派の君主政論を分析する過
程で、約1世紀後のヒュームの君主政理解と
の類似性に気づき、両者の思想的関係に関心
を抱くに至った。 
 
２．研究の目的 
 「文明社会論の王党派的起源をめぐる政治
思想史研究」と題した本研究課題は、「18世
紀啓蒙期ヨーロッパにおける文明社会論の
思想的起源のひとつは、17世紀の王党主義・
君主主義の政治思想であった」という仮説に
ついて、デイヴィッド・ヒュームの「文明化
された君主政」論の思想的起源を解明する分
析を起点にして、その妥当性と適用範囲を検
証することをめざした。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究課題において分析の中心対象と
したテクストは、クラレンドン伯ハイドの
『反乱史』とヒュームの『イングランド史』
であるが、のみならず、電子的に整備された
大規模データベース（EEBO、ECCO）も活用し
て、同時代のテクストを幅広く渉猟して分析
する手法を採用した（研究代表者は研究期間
途中で研究機関を異動したが、幸いにして、
いずれの所属機関においてもこの研究期間
のうちに EEBO、ECCOが揃った。国内からア
クセスできない資料については、海外での調
査を実施した）。 
 
(2) 本研究課題では、王党派の政治思想の
受容・継承について、厳密に、史料上の明確
な記述（根拠）にもとづいて分析・検証する
手法に拘泥した。こうした手法にこだわった
のは、思想内容の単なる近似性・類似性だけ
では、思想史上の「影響」や「継承」の関係
を確定することは不可能である、という政治
思想史学における方法論の蓄積を前提とし
たためである。 
 
４．研究成果 
(1) 17世紀イングランドの復古王政期にお
ける王党派の政治思想について、ハイド、P.
ワーイック、R.シェリンガムを中心に調査を
行い、王政崩壊や内乱の後にあらためて王政
を理論的・実践的に正当化した彼らの言説の
特質を分析した。その成果は、単著論文「｢文
明化された君主政｣論の王党派的起源」（図書
②所収）に発表した。 
 復古王党派は、「絶対的だが制限された君
主政」という両義的概念をもちいて復古ステ
ュアート王政の統治を正当化しており、それ
は、一方で絶対君主政を退けつつ、他方では
（議会派が援用した）混合政体・混合君主政
の理念を退ける、という両面作戦のための言
説であった。彼らは、「絶対的だが制限され
た君主政」という、君主政の両義的特質を論
じるため、セネカや、セネカを引用したボダ
ンという、政治思想のひとつの系譜に依拠し
ている。また、こうした「絶対的だが制限さ
れた君主政」をめぐる復古王党派の政治言説
のなかには、文明論（文明発展論）によって
君主政の進歩・発展を指摘する、歴史叙述の
政治思想が存在した。 
 
(2) 世俗の国王支持派（王党派）だけでな
く、宗教勢力のなかの国王支持派の言説につ
いて、イングランド国教会に注目して調査を
実施した。その過程では、近刊のすぐれた研
究書（原田健二朗『ケンブリッジ・プラトン
主義』創文社）の書評という形態において、
ケンブリッジ・プラトン主義をめぐる研究動
向や、ケンブリッジ・プラトン主義における
宗教対立の克服という啓蒙的課題をめぐっ
て、小文を発表した（雑誌論文⑧）。宗教改
革以後のヨーロッパ政治思想史には、宗派対
立・宗教対立の克服をめざす多様なアプロー
チを観察できるが、そのうちのひとつには、
キリスト教の教義・制度の再定式、というア
プローチから宗教対立の克服を試みた系譜
が存在した。17世紀のケンブリッジ・プラト
ニストはその代表として位置づけられる。 
 
(3) 本研究課題の中核的作業のひとつとし
て、こうした復古王政期の王党主義の政治思
想について、とくに 18世紀啓蒙期に及ぼし
た影響を中心にして、その受容史を明らかに
する作業に従事した。前述の論文「「文明化
された君主政」論の王党派的起源」（図書②
所収）では、復古王党派の政治思想にみられ
る、①「絶対的だが制限された君主政」論（君
主政をめぐる両義的な言説）、②君主政の進
歩・発展を指摘する文明論（文明発展論）が、
18世紀啓蒙の文明社会論にも継承されたこ
とを、テキストの引用・言及に注目する手法
により解明した。 
 
(4) (3)の研究成果は、18世紀啓蒙の歴史理
解の見直しにつながる知見をもたらした。18
世紀啓蒙の文明社会論について、従来の通説
は、18世紀における実体的な社会経済的発展
からその形成を説明することが多かったが、
本研究はこれとはまったく別の、17世紀の国
制論・政治論という思想的起源を明らかにし
た。言い換えれば、18世紀啓蒙の思想史的位
置づけをめぐって、従来の通説は、好んで「モ
ダン」（近代）という意味づけを付与してき
たが、むしろこれまで「プレモダン」と評価
されてきた君主主義・王党主義の思想系譜の
延長線上に位置づけられることが明らかに
なった。本研究課題では、こうした成果をふ
まえ、18世紀啓蒙の見直しに関連するいくつ
かの業績を公刊した。そのなかのひとつ、論
文「歴史叙述の政治思想：啓蒙の文明化のナ
ラティヴ」（図書⑤所収）では、18世紀の文
明論が、君主主義政治思想と同じように、宗
教対立の克服という初期近代ヨーロッパの
理論的課題に対する応答として位置づけら
れることを示した。 
 また、本研究では、18世紀啓蒙のうち、と
くにヒュームについて、王党派や君主主義の
政治思想が大きな影響を及ぼしていること
が判明した。言い換えれば、本研究のもたら
した知見によって、ヒュームの解釈において
刷新・修正すべき点がすくなからず存在する
ことが判明した。この点にかかわる成果はい
くつかの公刊物に結実させることができた
が（雑誌論文④、⑨、⑩、学会発表④）、予
定していたヒュームをめぐる単著図書や、複
数著作の翻訳については、本研究期間に公刊
することができなかった。 
 
(5) 国内外における王党主義や君主主義の
再評価作業は、政治思想史学のリヴィジョニ
ズム（研究見直し）の動向と密接に関連しな
がら進行してきた。王党主義・君主主義にフ
ォーカスした本研究課題では、分析の過程に
おいて、ひろく、西洋政治思想史研究におけ
る近年のリヴィジョニズムに注目すべきこ
とが痛感されたため、思想史学の新しい動向
を積極的にフォローすることにも努めた。 
 ①まず、これまでの研究史において、王党
主義・君主主義が黙殺されてきた経緯や背景
を明らかにする必要性から、政治思想史のこ
れまでの通史叙述や、そのナラティヴの構築
性について検討作業をおこなった。王党主
義・君主主義の思想系譜の重要性が明らかに
なったことによって、絶対主義-立憲主義と
いう対抗軸を中核に据えた思想史叙述、ある
いはより一般的に、既存の政治思想史通史叙
述の妥当性を再検討することが不可避とな
ったためである。雑誌論文⑥や、バーク受容
史をめぐる成果（雑誌論文⑤、学会発表②、
図書①、④）はこの作業の産物である。17・
18世紀ヨーロッパを対象とする政治思想史
の歴史叙述は、19世紀末から 20世紀初頭に
至る時期（通史叙述という叙述形式が成立し
た時期）の分析枠組みや歴史理解の構図に大
きく規定されていることが判明したため、王
党主義や君主主義の歴史的再評価の作業に
あたっては、そうした後世における「あとづ
け」の要素を特定する必要性・重要性が確認
された。 
 ②政治思想史研究におけるリヴィジョニ
ズムや、初期近代政治思想史叙述の見直しに
関連して、当該分野における主導的研究者で
あるジョン・ポーコックについて包括的な検
討をすすめた。その結果、彼の思想史研究・
政治理論研究の意義を確定したうえで、彼を
「歴史の理論家」として理解する視座を得る
こととなった（雑誌論文③、図書⑦）。 
 ③初期近代政治思想史における歴史解釈
の見直しや、通史叙述の再検討作業は、必然
的に、政治思想史研究というディシプリンや、
その方法論にも問い直しを迫ることにもな
った。そのため、そうした問題群についても、
本研究課題のメタ領域として取り組みをす
すめることとし、結果として、いくつかの成
果を得た（雑誌論文②、学会発表①、③、そ
のほか④）。政治思想史研究における「国際
論的転回」や「感情論的転回」に関しては、
「政治学・政治思想史学から見た 18世紀ブ
リテンのコスモポリタニズム」や、「「感受性
の政治思想」vs.「利己性の政治思想」？─
──政治思想・政治思想史研究から見たヒュ
ームとその時代」と題して、複数の研究会で
報告をおこなった（これらは学会でなく研究
会での報告なので、研究実績欄への記載は省
略した）。 
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